
様式第２号（第３条関係） 

会   議   録 

会議名称 令和２年度 伊達市行政改革推進委員会（第３回） 

議  題 
議事１ 伊達市行政改革実施計画の 2019 年度の進捗報告について 

その他：「窓口業務改革」に関する進捗報告 

開催日時 令和３年３月 24 日（水）午後５時 00 分～午後５時 40分 

場  所 伊達市役所本庁舎２階 会議室Ａ・Ｂ 

出 席 者 
６名（欠席委員：１名） 

所管部課名  総務部総務課 

公  開 

非 公 開 

の   別 

■ 公 開 傍聴者の人数 ０人 

□ 非公開 非公開の理由 － 

【会議の概要】 

１．開会 

２．議事 

１）伊達市行政改革実施計画の 2019 年度の進捗報告について 資料１ 

初年度の報告対象は 41件で、進捗状況は実施済みが２件、一部実施が 17件、検討中が 21

件、その他が 1 件となっており、初年度は課題整理や実態把握、研究がメインであり概ね予

定通りの進捗状況と捉えている。 

実施計画は現在、さらに 15 項目追加し全 56 項目となっており、事務局としては庁内横断

的な事務の見直しを進めつつ、各課の進捗の後押しをしていきたい。 

令和３年度については５月から進捗状況調査を始め、秋頃の推進委員会報告としたい。 

〇質疑 なし 

報告内容のとおり承認 

 

３．その他 「窓口業務改革」に関する進捗報告 

現在検討を進めている「窓口業務改革」について、窓口で申請書の記入を無くす窓口支援シ

ステムの導入等を中心に事務局から進捗報告 資料２ 

 

〇質疑・意見等 

委員Ａ 

たとえば中国では「顔認識」が進んでいて、融資情報も連携されている。 

驚異的なのはフィリピンからアフリカまで３秒で送金できる世の中になっている。今説明

を受けた窓口支援システムも、いずれは古くなって行く。 

一方で、中国のようにデジタル化が進むと、監視社会に包まれていく。 

少し大きな話ではあるが、技術革新で便利になることと、幸せな世の中になることは必ずし



も一致しないことを意識して、必要な投資をしていく必要があると感じた。 

 

委員Ｂ 

申請書を書かなくても良いシステム導入は良いと思う。自分も経験したが、窓口手続きは

書類が多く、時間もかかる。市民は手続きが楽になり、職員にとっても事務効率化でできた

時間を別業務に充てることができる。 

セキュリティが不安なので、そこだけはしっかりしていただきたい。 

 

委員Ｃ 

金融機関も記入が多い現状にある。 

質問だが、マイナンバーカードの普及が進むと、システムの導入メリットが薄れるのでは。 

また、他自治体でのシステム導入状況はどうか。 

 

事務局 

ご指摘のとおり、マイナンバーカードが普及し、手続きが簡素になるしくみが構築されれ

ばシステム導入の効果は薄れるため、過渡期のサービスと認識していますが、そこまで行く

にはまだまだ時間が掛かると思っています。 

市内におけるマイナンバーカード普及率は現状２０％強で、国の求める基準には達してい

ない状況です。このシステムについては、道内でも複数自治体で導入が進んでいます。 

 

委員Ｄ 

現在検討している改革案のうち、変更後の窓口手続きの流れについて、もう少し詳しく伺

いたい。 

 

委員Ｅ 

窓口サービス課で一括受付する想定に見えたが、集約されることにより待ち時間が増える

懸念はないか。 

 

事務局 

基本的にはワンストップ窓口で役所の手続きが完結できれば来庁者の皆さんが楽になる反

面、すべての手続きをワンストップにしようとすると、手続きによっては聞き取りの内容が

複雑だったり、本人や世帯のことを細かく聞く必要もあり、それにより待ち時間が増加する

等のデメリットが考えられます。 

また、全制度に精通した職員が応対する必要もあり、現実的には難しい部分があります。 

このため、受付のやり取りの内容や難易度、発生件数などをもとに、ワンストップ窓口化



する手続きと専門部署で行う手続きに分け、なおかつできるだけ申請書をあらかじめ印字し

た状態でご案内できるよう段階的に整理して、部分的なワンストップ窓口を目指すものです。 

 

委員Ｆ 

今年初めて確定申告を行ったが、ネット上での受付が必要とのことで、電話や来庁での 

受付も断られた。 

受付してもらえないと、膨大な申請書を手書きで記入しなければならない。 

マイナンバーカードとの連携も発展途上で、普及率が 100％にならなければ、結局対応す

る職員が二重に必要となるのでは。 

また、最終的には業務委託を検討していると思うが、最終ゴールに行きつくまでどのくら

いの期間が掛かる想定か。 

 

事務局 

デジタルでないと手続きができない形は想定していませんが、逆にデジタルで手続きが 

できる方はスマホ等を使って手続きを簡略化して、窓口でのお声掛けが必要な方への対応に

その分の時間や人員を避けるようなしくみが必要だと考えています。 

業務委託については、単純に非正規職員の業務を委託に出すだけでは経費面でも効果がで

ないため、正職の定型業務を整理していく必要があると考えています。 

業務委託を含めると最終ゴールの時期は明言できませんが、まずは業務整理から準備を進

めていきます。 

 

４．閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度 第３回伊達市行政改革推進委員会 

 

日 時：令和３年３月24日（水） 

    １７時００分～ 

場 所：市役所２階会議室Ａ 

 

１．開 会 

 

２．議 事 

  １）伊達市行政改革実施計画の2019年度の進捗報告について 

 

 

３．その他 

 

４．閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

伊達市行政改革 2017 実施計画書 

（計画期間：2019 年度～2023 年度） 

2019 年度 進捗状況報告書 

 

伊達市行政改革推進本部 



 

 

市では、平成31（2019）年４月、「伊達市行政改革大綱 2017」に定める４つの改革の柱の具

体的な実施項目を示す「伊達市行政改革 2017実施計画」を策定しています。 

当初37項目でスタートしていますが、必要に応じて随時見直すこととしており、平成31（2019）

年度中に4件を追加し41件の実施計画になっています。 

 

 

 

 

 

 

初年度となる平成 31（2019）年度の基本項目別の進捗状況は表１のとおりで、「実施（改善）

済」が 2 件（5％）、「一部実施、継続中」が 17 件（42％）、「計画、検討中」が 21 件（51％）、

「その他」が1件（2％）となっています。 

表１：平成31（2019）年度の進捗状況（基本項目別） 

基本項目 

（大分類） 

取組 

項目数 

進捗状況 

1.実施(改善)済 2.一部実施、継続中 3.計画、検討中 4.その他 

Ⅰ 市民が積極的に 

関わる行政運営 
14 1 7 6 0 

Ⅱ 行政サービスの 

適正化 
4 1 1 2 0 

Ⅲ バランスのとれ

た財政運営 
21 0 8 12 1 

Ⅳ 将来を見据えた 

人材育成 
2 0 1 1 0 

合 計 

（全体の進捗状況） 41 
2 17 21 1 

(5％) (42％) (51％) (2％) 

 

 

実施（改善）済 2件（5％）

一部実施、継続中

17件（42％）

計画、検討中

21件（51％）

その他 1件（2％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１．2019年度の進捗状況（総括）  

Ⅰ.市民が積極的に関わる行政運営（14） Ⅱ.行政サービスの適正化（4） 

Ⅲ.バランスのとれた財政運営（21）   Ⅳ.将来を見据えた人材育成（2） 

伊達市行政改革大綱 2017 改革の柱（カッコ内は実施項目の件数） 

全41件 



 

 

平成 31（2019）年度中に「実施（改善）済」となった項目は下記の２件です。 

基本項目 実施項目 主幹課 2019 年度の取組概要 

Ⅰ 市民が積極的に

関わる行政運営 

No.５ 大滝保育所

のあり方検討 
子育て支援課 

大滝保育所の管理運営に指定管

理制度を導入（令和２年度～） 

Ⅱ 行政サービスの 

適正化 

No.16 障害福祉 

サービス費支給決定

基準の策定 

社会福祉課 
障害福祉サービス費支給決定 

基準を策定し支給決定を実施 

 

 

 

2019 年度中に追加した実施項目は下記の４件で、実施項目総計は41件となっています。 

（実施計画は2020 年 7月に変更） 

基本項目 実施項目 主幹課 主な実施内容 

Ⅰ 市民が積極的に

関わる行政運営 

No.７ 

公園の有効活用と 

維持管理費縮減の推進 

下水道課 

公園整備方針や維持管理に関

する効果的かつ効率的な運営

手法の検討 

No.13 

ＡＩ等の先端技術の 

活用 

総務課 

ＡＩ等の先端技術の活用に向

けた調査・研究と導入の検討 

No.14 

公共施設に係る定期報

告業務発注事務の実施

手法の見直し 

都市住宅課 

公共施設に係る定期報告業務

発注事務の実施手法の見直し 

Ⅲ バランスのとれ   

  た財政運営 

No.35 

給水管漏水修繕基準の

策定 

水道課 

給水管漏水修繕の際の市と使

用者の修繕費用負担範囲の 

見直し 

 

２．実施（改善済）事業 

３．実施項目の追加について 



伊達市行政改革2017実施計画書

（計画期間：2019年度～2023年度）

2019年度 進捗状況

伊達市行政改革推進本部



１．市民が積極的に関わる行政運営 1

民間活力等の活用

01 直営業務の見直し①（窓口業務を中心とした民間委託） 2

02 直営業務の見直し②（庶務業務を中心とした民間委託） 3

03 直営業務の見直し③（直営業務のあり方） 4

04 直営業務の見直し④（放課後児童クラブ等） 5

05 大滝保育所のあり方検討 6

06 図書館運営方法の検討 7

07 公園の有効活用と維持管理費縮減の推進 8

事務事業の見直し

08 公用車一元管理の推進 9

09 電気料金削減の推進 10

10 公共施設清掃体制の見直し 11

11 学校再編等の推進 12

12 公共料金支払事務合理化の推進 13

13 ＡＩ等の先端技術の活用 14

14 公共施設に係る定期報告業務発注事務の見直し 15

２．行政サービスの適正化 16

市民サービスの適正化

15 使用料・手数料の改定 17

16 障害福祉サービス費支給決定基準の策定 18

17 高齢者等緊急通報サービス事業の見直し 19

18 ごみ収集体制の見直し 20

３．バランスのとれた財政運営 21

公共施設の適正管理

19 公共施設のあり方の検討 22

20 市道管理方法の見直し 23

21 橋梁管理方法の見直し 24

22 公園予定地有効活用の検討 25

経営マネージメントの強化

23 公共施設のあり方の検討（再掲） 26

24 定員管理と給与の適正化 27

25 特殊勤務手当の見直し 28

目　次



26 職員住宅の集約化 29

27 下水道事業会計健全化の推進 30

28 下水道処理区域の見直し 31

29 大滝区下水道処理方法の検討 32

30 水道事業会計健全化の推進 33

31 水道給水区域の見直し 34

32 水道老朽管布設替の見直し 35

33 簡易水道事業の見直し 36

34 給湯事業の見直し 37

35 給水管漏水修繕基準の策定 38

歳入の確保

36 行政財産目的外使用の見直し 39

37 市税課税適正化の推進 40

38 市税等の徴収体制の強化・拡充 41

39 基金運用方法の検討 42

４．将来を見据えた人材育成 43

将来を見据えた人材育成

40 人材育成の推進 44

41 機能的な組織・機構の検討 45



■2019年度 進捗状況

1 1件 7%

2 7件 50%

3 6件 43%

4 0件 0%

no. 基本項目中分類 実施項目
2019

進捗状況
主幹課 ページ

01 民間活力等の活用
直営業務の見直し①

（窓口業務等）
3 総務課（全庁） 2

02 民間活力等の活用
直営業務の見直し②

（庶務事務等）
3

総務課

職員法制課
3

03 民間活力等の活用
直営業務の見直し③

（直営業務のあり方）
3 総務課 4

04 民間活力等の活用
直営業務の見直し④

（放課後児童クラブ等）
3 生涯学習課 5

05 民間活力等の活用 大滝保育所のあり方検討 1 子育て支援課 6

06 民間活力等の活用 図書館運営方法の検討 3 図書館 7

07 民間活力等の活用
公園の有効活用と

維持管理費縮減の推進
2 下水道課 8

08 事務事業の見直し 公用車一元管理の推進 2 総務課（全庁） 9

09 事務事業の見直し 電気料金削減の推進 2 総務課（全庁） 10

10 事務事業の見直し 公共施設清掃体制の見直し 2 総務課（全庁） 11

11 事務事業の見直し 学校再編等の推進 2 学校教育課 12

12 事務事業の見直し
公共料金支払事務

合理化の推進
2 会計課（全庁） 13

13 事務事業の見直し ＡＩ等の先端技術の活用 3 総務課（全庁） 14

14 事務事業の見直し
公共施設に係る定期報告

業務発注事務の見直し
2 都市住宅課 15

実施（改善）済

一部具体策を実施し、継続中

計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）

その他

市民が積極的に関わる行政運営

基本項目１

1 ページ



伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

・窓口業務の民間委託に関する事例調査

・室蘭市で開催された窓口業務改善研修会に市民課職員とともに参加

⇒2020年度では、実施項目no.1～3を包括した直営業務見直しの方向性を導出したい。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
内閣府公共サービス改革推進室の「公共サービス改革基本方針」で掲げられた民間委託可能な業務の

うち、庁舎１階の窓口業務を中心に民間委託の検討を進める。

効果

・正職員の削減（他部門への配置換え）

・人件費の削減

・業務のスリム化

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・課題整理

・事例研究

→

→

→

・業務見直しの方向性の導

出

→実施準備 →実施

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
民間活力等の活用

実施項目 直営業務の見直し①

課名 総務課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 1 主管課 総務課（全庁）

2 ページ



伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

・内部管理事務の民間委託に関する事例調査

⇒2020年度では、実施項目no.1～3を包括した直営業務見直しの方向性を導出したい。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 給与・福利厚生などの内部管理事務や各課が個別に行う庶務事務を中心に民間委託の検討を進める。

効果

・正職員の削減（他部門へ配置換え）

・人件費の削減

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・課題整理

・事例研究

→

→

→

・業務見直しの方向性の導

出

・実施準備 →実施

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
民間活力等の活用

実施項目 直営業務の見直し②

課名 総務課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 2 主管課 総務課、職員法制課

3 ページ



伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

電話交換業務については、2018年度にクラウドPBX（インターネット上の電話交換機）とダイヤル

イン番号を導入したことで着信件数が減少したため、担当職員が郵送業務を兼任するなどして効率化

を図っている。

⇒2020年度では、実施項目no.1～3を包括した直営業務見直しの方向性を導出したい。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
就労環境変化に伴う人材確保が困難な状況を踏まえ、電話交換手や当直員の今後の業務のあり方を再

検討し、必要な見直しを進める。

効果
・嘱託職員・臨時職員の削減（他部門へ配置換え）

・人件費の削減

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・事例研究

→

→

・業務見直しの方向性の導

出

・実施準備 →実施

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
民間活力等の活用

実施項目 直営業務の見直し③

課名 総務課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 3 主管課 総務課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

課名 生涯学習課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 4 主管課 生涯学習課

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
民間活力等の活用

実施項目 直営業務の見直し④

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 放課後児童クラブ、放課後子ども教室、長生大学の３事業の民間委託導入の検討を進める。

効果

・事業運営事務の軽減

・利用者のサービス向上

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・課題整理

・事例研究

→

→

→

・業務見直しの方向性の導

出

→実施準備

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

・児童クラブの実態調査（児童クラブ収支、施設状況等）。

・他自治体において、民間委託している事業者にヒアリング（放課後子ども教室、長生大学含む）を

実施。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

2019 2020 2021 2022
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

課名 子育て支援課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 5 主管課 子育て支援課

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
民間活力等の活用

実施項目 大滝保育所のあり方検討

実施内容 大滝保育所の効率的な運営を目標に運営手法に関する調査研究や給食業務のあり方を検討する。

効果
・運営費の削減

・正職員の削減（他部門へ配置換え）

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・事例研究

・指定管理制度の導入

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

・理由

2019 2020 2021 2022

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

1
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

無 →「無」の場合下記は不要

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

2020年度からの大滝保育所の管理運営に指定管理制度を導入し、前年度から17,473千円の費用縮減

を行った（債務負担行為）。

人件費【2019】39,656千円→【2020】27,410千円（約3割減）

運営管理費【2019】13,343千円→【2020】8,116千円（約4割減）

今後は大滝区における保育サービスを将来にわたって維持できるよう、事業者の創意工夫を取り入れ

ながら、継続性と安定性を重視した管理運営を進めていく。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

課名 図書館

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 6 主管課 図書館

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
民間活力等の活用

実施項目 図書館運営方法の検討

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
利便性の高い施設運営と維持管理費を圧縮するため、民間委託を含めた図書館の運営手法を検討す

る。

効果

・運営費の削減

・正職員の削減（他部門へ配置換え）

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・事例研究

・他公共施設、文化施設の

情勢等を踏まえ最も効果的

な運営手法を検討

→

・運営手法に関する方向性

の導出

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

北海道内の公共図書館を設置している100自治体に「管理・運営手法について」のアンケートを実施した。

アンケート調査内容（図書館の運営方法、直営以外の運営実施の検討の有無、指定管理等導入の状況や考え方

等）

このアンケート調査内容や図書館、他公共施設、文化施設の情勢等を踏まえて、最も効果的な運営手法を検討し

ていく。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

2019 2020 2021 2022
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

無

2019

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

・理由

2020 2021 2022

・変更内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

2021 2022

→「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・課題整理

・事例研究

・ワークショップの実施 →

・ワークショップ結果を踏

まえた公園整備、維持管理

方法の導入

→

→

公園全体のニーズ把握を主目的とし公園ワークショップを開催し、同年施行の公園遊具更新事業にお

いてワークショップで得た方向性を意識した遊具の更新を行った。

今度は、公園に対するルールと維持管理について令和２年度に再度ワークショップを開催するべく課

題を整理中。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
民間活力等の活用

実施項目 公園の有効活用と維持管理費縮減の推進

実施内容
公園整備方針や維持管理に関するワークショップを実施し、公園の効果的かつ効率的な運営手法を検

討する。

効果
・住民ニーズに合致した公園整備の推進

・維持管理費の削減と住民理解の促進

2019 2020

課名 下水道課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 7 主管課 下水道課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

課名 総務部総務課車両管理室

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 8 主管課 総務課（全庁）

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
事務事業の見直し

実施項目 公用車一元管理の推進

実施内容 全公用車を総務課で一括管理すると共に、いわゆる「リースバック方式」導入の検討を進める。

効果
・維持管理費の削減

・業務のスリム化

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・事例研究

・一括管理の試行実施

・リースバック方式等の事

例研究

→本格実施

・導入可能な管理方法を段

階的に実施

→

→

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

・理由 実施スケジュールの一部予定の繰り上げ

・課題整理

・事例研究

・一括管理の施行実施

・リースバック方式等の事

例研究

→本格実施

・導入可能な管理方法を段

階的に実施

→

→

→

2020年度に計画していた「一括管理の施行実施」を2019年度に予定繰り上

げ

2019 2020 2021 2022

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

無 →「無」の場合下記は不要

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

●課題整理・事例研究

公用車の所有台数を適正化とすることを目的とし、下記のとおり取り組みを実施。

●一括管理の施行実施

①各部署の専用公用車共用化

　令和２年３月１日より公用車を総務課での一括集中管理・共用化を実施。（管理前：19台⇒管理後：57台）ま

た、共用化に伴いサイボウズ上の各施設メニューから公用車の予約登録を可能とした。

②公用車キーの一元管理

　公用車キーを総務課窓口横及び農務課窓口横の共有スペースに集約し一元管理を実施。

今後は、公用車の所有台数を適正化し、それに伴う維持管理費の削減を目指す。また、公用車の適正な使用及び

業務の簡素化が見込まれる車両管理システムの導入を検討する。

計画変更

の有無

■ 有 ・ □

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

課名 総務課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 9 主管課 総務課（全庁）

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
事務事業の見直し

実施項目 電気料金削減の推進

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
市所有の屋内・屋外照明灯をＬＥＤ照明灯へ切り替えると共に、電気契約の見直しを進め、電気料金

を削減する。

効果 ・電気料金の削減

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・課題整理

・電気契約の見直し

・効果が認められる公共施

設のＬＥＤ照明灯への切り

替え

→

→

→

→

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

①公共施設の電気契約の見直しを行い、業務用電力35口を一括して3年間の長期継続契約にしたこと

で大幅な割引が適用された。また、以外の電気契約についても有利な内容の契約に各部署で個別に変

更した。

②本庁舎照明灯の状況調査及びLED照明灯への切り替えた場合の試算を行い、切り替えた際の効果が

大きいことから新年度での予算要望を行った。（効果が一番大きい、1階フロアを中心とした改修費

用が予算措置されている。）

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

2019 2020 2021 2022
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

課名 総務課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 10 主管課 総務課（全庁）

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
事務事業の見直し

実施項目 公共施設清掃体制の見直し

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
本庁舎や第２庁舎等の清掃業務のあり方を再検討し、委託内容の一部をとりやめる等の見直しを進め

る。

効果 ・委託料の削減

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・課題整理

・事例研究

・本庁舎、第２庁舎におけ

る清掃業務契約内容の見直

し

・公共施設における清掃体

制の一斉調査、点検

→ →

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

2020年度の本庁舎・第２庁舎の清掃委託業務について、2019年度中に設計内容（清掃範囲・回数・

人工等）の再検証を実施し、費用縮減を行った（債務負担行為）。

【2019】22,694千円→【2020】13,049千円（約4割減）

今後は清掃業務縮小に伴うデメリットの検証や事業者への影響等のバランスにも留意しながら、さら

なる見直しの検討や他公共施設の清掃体制の見直しへの横展開を目指したい。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

2019 2020 2021 2022
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

課名 学校教育課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 11 主管課 学校教育課

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
事務事業の見直し

実施項目 学校再編等の推進

実施内容 地域の実情を踏まえ、文部科学省が示す「１学年２学級以上」を基本とした学校の統廃合を進める。

効果
・学校施設の維持管理費削減

・効率的な学校事務の執行

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・保護者等との協議

・児童生徒数の推移に基づ

き統廃合に向けた取組を進

める

・廃校施設の利活用につい

て検討

→

→

→

→

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

・理由

2019 2020 2021 2022

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

無 →「無」の場合下記は不要

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

「第2次伊達市教育振興基本計画」に基づき、「稀府小学校」「有珠小学校」に対し説明会を実施。

（「長和小学校」は新型コロナウイルス感染症対策のため中止）

「稀府小学校」は、保護者・地域の理解が得られ、令和３年度をもって閉校とした。

「有珠小学校」は、保護者・地域への説明会を実施。統合年度については協議中。

（Ｒ2.7.29　令和４年度をもって閉校することを決定した）

今後は、保護者・地域と連携し統合準備協議会を設置し、長和小学校については説明会を実施する。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

無

2019

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

・理由

2020 2021 2022

・変更内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

2021 2022

→「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・課題整理

・事例研究

・口座自動振替の一部導入

（電気料金、ＮＨＫ受信

料）

→他公共料金等における口

座自動振替の段階的な導入

・導入が難しい公共料金に

対する別手法での事務合理

化実施

→

→

2020年4月から電気料の口座自動振替を実施した。

ＮＨＫについては、2021年4月から実施し、現在電話料の調整を行っており、今年度中に実施予定。

今後は郵便料や燃料費の検討を始める。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
事務事業の見直し

実施項目 公共料金支払事務合理化の推進

実施内容 電気料金や電話料等の公共料金を「口座自動振替」による支払いへ変更する。

効果

・各課支払事務の軽減

・会計課の支払審査事務軽減

・帳票類（紙）の使用量削減

2019 2020

課名 会計課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 12 主管課 会計課（全庁）
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

課名 総務課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 13 主管課 総務課（全庁）

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
事務事業の見直し

実施項目 ＡＩ等の先端技術の活用

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
ＡＩ等の先端技術の活用に向けた調査・研究を行い、費用対効果を含めて有効性が認められるものは

積極的に導入する。

効果
・事務の軽減

・職員のＡＩリテラシーの向上

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・事例研究

→

→

・試行実施

→

→

→試行実施結果を踏まえ導

入事務拡大

→

→

→

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

RPA、AI-OCRツール取扱事業者（２社）によるデモンストレーション研修を実施した。

2020年度には試行導入事業を実施し、本格導入に向けた効果測定等を行う予定。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

2019 2020 2021 2022
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

計画変更

の有無

□ 有 ・

・変更内容

2019 2020 2021 2022

■

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

対象となる公共施設の図面及び報告書式の整理中。8月下旬から９月上旬までに現地調査を行い、9月

中旬に報告書を振興局へ提出予定。なお、非常用照明設備の点灯・照度確認のため、停電作業が必要

な施設については、所管課へ日程、調整を行い現地調査を実施する。

・課題整理

・一部着手 →切替可能な公共施設につ

いて実施

→ →

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

実施内容
公共施設の建築基準法による定期報告について、申請図書類の作成と現地調査業務を委託から直営に

切り替えて実施する。

効果 ・委託料の削減

2019 2020 2021 2022

基本項目

（大分類）

１．市民が積極的に関わる行政運

営

基本項目

（中分類）
事務事業の見直し

実施項目 公共施設に係る定期報告業務発注事務の見直し

課名 都市住宅課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 14 主管課 都市住宅課
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■2019年度 進捗状況

1 1件 25%

2 1件 25%

3 2件 50%

4 0件 0%

no. 基本項目中分類 実施項目
2019

進捗状況
主幹課 ページ

15 市民サービスの適正化 使用料・手数料の改定 3 財政課（全庁） 17

16 市民サービスの適正化
障害福祉サービス費支給決定基

準の策定
1 社会福祉課 18

17 市民サービスの適正化
高齢者等緊急通報サービス事業

の見直し
2 高齢福祉課 19

18 市民サービスの適正化 ごみ収集体制の見直し 3 環境衛生課 20

実施（改善）済

一部具体策を実施し、継続中

計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）

その他

行政サービスの適正化

基本項目２
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　前回調査データの情報共有を図るためネットワーク上へ掲載を実施。

　使用料・手数料の実態を把握するため担当部署へ照会を行い、提出された原価算出表や他市比較

データから資料を作成中。

今後は、対象課へヒアリングを実施して料金改定の準備を進める。

計画変更

の有無

] □ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 定期見直し（４年）と消費税増税を見据えた使用料及び手数料の見直しを進める。

効果 ・受益者負担の適正化

2019 2020 2021 2022

・実態把握 → ・料金改定 ・実態把握

基本項目

（大分類）
２．行政サービスの適正化

基本項目

（中分類）
市民サービスの適正化

実施項目 使用料・手数料の改定

課名 財政課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 15 主管課 財政課（全庁）
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

障害福祉サービス費支給決定基準に基づき支給決定を行った。また、介護を行う者の状況等を勘案

し、基準を超えるサービスを必要とする場合は、伊達市自立支援審査会の意見を聴いた上で支給決定

を行った。

今後も支給決定の透明化・明確化を図るため、適正な運用に努める。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

1
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 障害福祉サービスの支給決定の透明化・明確化を図るため、支給量の基準を策定する。

効果 ・公平公正なサービスの支給

2019 2020 2021 2022

・基準策定

・運用開始

基本項目

（大分類）
２．行政サービスの適正化

基本項目

（中分類）
市民サービスの適正化

実施項目 障害福祉サービス費支給決定基準の策定

課名 社会福祉課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 16 主管課 社会福祉課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

2017(Ｈ29)年度から事業内容を見直し、利用料の増額（370円/月→700円/月）と事業対象者を限定

（市民税非課税の高齢者のみの世帯・独居重度心身障がい者）したことにより、その効果が出てい

る。

2019(Ｒ1)年度は、世帯状況調査等により利用者同意のもと9名が利用廃止となり経費の縮減に繋がっ

ている。（3,300円✕1.1✕9名✕12月≒393千円）

今後は、事業者との契約内容の見直しによる経費削減についても協議を進める。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
利用対象者の見直しや民間事業者と競合する緊急通報サービスの事業継続の妥当性検証や必要に応じ

た見直しを進める。

効果 ・事業費の削減

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・課題整理

・登録者の状況確認等によ

るサービス利用の適正化

・事業者と市の契約方法の

見直し実施

→

→

→

→

基本項目

（大分類）
２．行政サービスの適正化

基本項目

（中分類）
市民サービスの適正化

実施項目 高齢者等緊急通報サービス事業の見直し

課名 高齢福祉課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 17 主管課 高齢福祉課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

道内他市の収集回数等の調査を実施。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
可燃ごみ週３回、生ごみ週２回、不燃ごみ週１回のごみ収集回数の妥当性検証や必要に応じた見直し

を進める。

効果 ・委託料の削減

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・課題整理

・ごみ収集体制の見直しに

関する方向性の導出

基本項目

（大分類）
２．行政サービスの適正化

基本項目

（中分類）
市民サービスの適正化

実施項目 ごみ収集体制の見直し

課名 環境衛生課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 18 主管課 環境衛生課
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■2019年度 進捗状況

1 0件 0%

2 8件 38%

3 12件 57%

4 1件 5%

no. 基本項目中分類 実施項目
2019

進捗状況
主幹課 ページ

19 公共施設の適正管理 公共施設のあり方の検討 2 財政課（全庁） 22

20 公共施設の適正管理 市道管理方法の見直し 2 建設課 23

21 公共施設の適正管理 橋梁管理方法の見直し 2 建設課 24

22 公共施設の適正管理 公園予定地有効活用の検討 3 下水道課 25

23 経営マネージメントの強化
公共施設のあり方の検討

（再掲）
2 財政課（全庁） 26

24 経営マネージメントの強化 定員管理と給与の適正化 2 職員法制課 27

25 経営マネージメントの強化 特殊勤務手当の見直し 4 職員法制課 28

26 経営マネージメントの強化 職員住宅の集約化 2 職員法制課 29

27 経営マネージメントの強化 下水道事業会計健全化の推進 3 下水道課 30

28 経営マネージメントの強化 下水道処理区域の見直し 3 下水道課 31

29 経営マネージメントの強化 大滝区下水道処理方法の検討 3
下水道課

地域振興課
32

30 経営マネージメントの強化 水道事業会計健全化の推進 3 水道課 33

31 経営マネージメントの強化 水道給水区域の見直し 3 水道課 34

32 経営マネージメントの強化 水道老朽管布設替の見直し 3 水道課 35

33 経営マネージメントの強化 簡易水道事業の見直し 3
水道課

地域振興課
36

34 経営マネージメントの強化 給湯事業の見直し 3
水道課

地域振興課
37

35 経営マネージメントの強化 給水管漏水修繕基準の策定 3 水道課 38

36 歳入の確保 行政財産目的外使用の見直し 3 財政課 39

37 歳入の確保 市税課税適正化の推進 2 税務課 40

38 歳入の確保 市税等の徴収体制の強化・拡充 2 税務課（全庁） 41

39 歳入の確保 基金運用方法の検討 3 会計課 42

実施（改善）済

一部具体策を実施し、継続中

計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）

その他

バランスのとれた財政運営

基本項目３
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　国の指針改訂を踏まえ、令和元年度に公共施設管理計画の改訂を実施。

今後は、2020年度中に個別施設計画が未策定な施設に対し、早急な計画作成を依頼する。

今後策定予定の個別施設計画は（仮称）だて歴史の杜カルチャーセンター中長期修繕計画、（仮称）

アートビレッジ文化館修繕計画、（仮称）文化財施設維持管理計画、（仮称）伊達市下水道ストック

マネジメント計画

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
「公共施設等総合管理計画」の個別施設計画を策定し、計画的に効率的な公共施設の管理運営・長寿

命化を進める。

効果

・計画的な財政運営実現

・財政的に有利な起債活用

2019 2020 2021 2022

・公共施設等総合管理計画

の見直し

・個別施設計画策定の推進

→計画の適切な進行管理

→個別施設計画の策定完了

→ →

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
公共施設の適正管理

実施項目 公共施設のあり方の検討

課名 財政課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 19 主管課 財政課（全庁）
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

・市道路線の実態を把握し、計画策定（個別施設計画の見直し）を行った。

・個別施設計画に基づいた修繕を実施した。（希望ヶ岡通り線、東通り線）

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 路面状況の健全度が著しく悪い重要路線の舗装を計画的に修繕し、延命及び健全化を進める。

効果

・インフラの長寿命化

・補修費の平準化

・財源の確保による維持管理費の削減

・交通事故の減少

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・計画策定

・計画実施

・個別施設計画に基づいた

計画的な舗装維持補修の実

施と点検

・個別施設計画の見直し

→

→

→

→

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
公共施設の適正管理

実施項目 市道管理方法の見直し

課名 建設課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 20 主管課 建設課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

・過去の点検結果を踏まえ橋梁の実態把握をし、計画策定（伊達市橋梁長寿命化修繕計画の見直し）

を行った。

・個別施設計画に基づいた補修を実施した。（栄橋、上館山橋、境橋）

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
平成30年度までの橋梁点検結果を踏まえ、補修する橋梁の優先順位設定と「橋梁個別施設計画」の策

定を行うと共に補修内容の精査を進める。

効果

・インフラの長寿命化

・補修費の平準化

・財源の確保による維持管理費の削減

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・計画策定

・計画実施

・個別施設計画に基づいた

計画的な補修の実施

・最適な補修工法の検討

→

→

→

→

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
公共施設の適正管理

実施項目 橋梁管理方法の見直し

課名 建設課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 21 主管課 建設課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

緑地の使用についての可能性の確認と、一部土地について試行的に実施できる行為がないかの検討を

行った。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 開発行為に伴ういわゆる「３％公園」を調査し、民間等への払下げや活用方法の検討を進める。

効果 ・維持管理費の削減（草刈等）

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・課題整理

・事例研究

・３％緑地有効活用のため

の方向性の導出

→実施準備 →実施

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
公共施設の適正管理

実施項目 公園予定地有効活用の検討

課名 下水道課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 22 主管課 下水道課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

無 →「無」の場合下記は不要

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　各公共施設の維持管理費を入力できるファイルを作成し、ネットワーク上に掲載済み。

　今後は、毎年のデータ更新を行いながら、長期的にデータの蓄積を行う。

　また、入力されたデータをもとに公共施設のあり方を検討できる資料の作成を行い、入力された

データの活用を図る。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

2019 2020 2021 2022

・変更内容

・実態把握

・課題整理

・各公共施設の中長期的な

維持管理費の算出

・各課において将来を見据

えた公共施設のあり方を検

討できるよう資料作成

→

→

→

→

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

実施内容
維持管理費や老朽化の度合い、将来的な必要性等を検証し、廃止も視野に公共施設の運営方法等の検

討を進める。

効果
・将来的な必要性の検証

・適正規模・配置による維持管理費の削減

2019 2020 2021 2022

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
経営マネージメントの強化

実施項目 公共施設のあり方の検討（再掲）

課名 財政課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 23 主管課 財政課（全庁）
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　会計年度任用職員制度については、制度移行に向けた制度設計や関係例規を整備し、新年度から新

制度での任用を開始している。

　定年延長については、国家公務員の関係法令が改正未済となっていることから、不透明な状況と

なっている。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 今後予想される定年延長や会計年度任用職員制度導入を考慮した定員管理や給与の適正化を進める。

効果 ・人件費の抑制

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・事例研究

・会計年度任用職員制度の

導入

・効率的な任用方法や職場

配置の検証、検討

→ →

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
経営マネージメントの強化

実施項目 定員管理と給与の適正化

課名 職員法制課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 24 主管課 職員法制課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　保育業務手当の廃止について労働組合へ提案しているが、協議の進展はしていない。公立保育所の

あり方とも関連することから、引き続き状況を注視したうえで、必要に応じた協議を継続してく。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

4
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 保育業務手当を中心に特殊勤務手当見直しに向けた職員労働組合と協議を継続する。

効果 ・人件費の抑制

2019 2020 2021 2022

・協議継続 ・保育業務手当に関する協

議内容の妥結

→保育業務手当の廃止

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
経営マネージメントの強化

実施項目 特殊勤務手当の見直し

課名 職員法制課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 25 主管課 職員法制課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　既に集約化の対象が山下町の職員住宅のみとなっており、入居職員の退職に併せて廃止していく計

画であることから、継続して状況把握に努めている状況である。

　また、舟岡地区の職員住宅についても空き家が増えてきていることから、今後の利用について引き

続き検討していく。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 職員住宅を舟岡地区に集約し維持管理費の削減と跡地売却に向けた検討を進める。

効果 ・維持管理費の削減

2019 2020 2021 2022

・課題整理 ・退去済職員住宅の跡地利

用方法の検討

→山下町住宅の廃止（大滝

区を除く集約化の完了）

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
経営マネージメントの強化

実施項目 職員住宅の集約化

課名 職員法制課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 26 主管課 職員法制課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

下水道事業経営に関する計画である下水道ビジョン（経営戦略）について、計画策定は令和2年度と

なるが、原案を作成し上下水道経営審議会へ諮問した。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
下水道事業の経営基盤強化や財政マネジメント向上を目的に伊達市下水道ビジョン（経営戦略）を策

定し、ＰＤＣＡサイクルによる事業の継続的な改善を行う。

効果
・経営基盤の強化

・維持管理費の削減

2019 2020 2021 2022

・計画策定 ・「伊達市下水道ビジョン

（経営戦略）」に基づいた

施策の展開とＰＤＣＡサイ

クルによる事業の改善

→ →

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
経営マネージメントの強化

実施項目 下水道事業会計健全化の推進

課名 下水道

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 27 主管課 下水道課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

令和２年度事業計画変更に併せ区域の変更を行うため、区域変更の方向性と方針について検討を行

い、住民説明会など実施に対し必要な課題を抽出した。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 将来人口や費用対効果が見込めない区域を勘案し下水道処理区域の見直しを進める。

効果
・不必要な投資の抑制

・将来的な整備区域の確定による効率的な整備実現

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・課題整理

・将来人口推計を踏まえた

全体計画区域の見直し（伊

達市公共下水道事業計画」

の変更）

→計画に基づいた計画的、

効率的な整備実施

→

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
経営マネージメントの強化

実施項目 下水道処理区域の見直し

課名 下水道

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 28 主管課 下水道課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

室蘭圏における汚泥乾燥など下水道汚泥の処理について、大滝を含めた可能性を検討中。

計画変更

の有無

□ 有 ・ □ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
下水道事業の従来の考え方にとらわれず、維持管理費のかからない大滝区に適した汚水処理方法を検

討する。

効果 ・大滝区汚水処理費用の縮減

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・事例研究

→

・中長期的な汚水処理方法

の検討

・最新技術の確認、検討

→

→

→

→

→

→

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
経営マネージメントの強化

実施項目 大滝区下水道処理方法の検討

課名 下水道課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 29 主管課 下水道課、地域振興課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　上下水道事業経営審議会へ諮問し、計画策定に向けた取り組みを行った。

　2020年4月に経営戦略策定済みとなっているため、今後は総務省の通知に基づき、毎年度進捗管理

を行い必要に応じ見直しを図っていく。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
水道事業・簡易水道事業の経営基盤強化と財政マネジメント向上を目的に経営戦略を策定し、ＰＤＣ

Ａサイクルによる事業の継続的な改善を行う。

効果
・経営基盤の強化

・維持管理費の削減

2019 2020 2021 2022

・計画策定 ・経営戦略に基づいた施策

の展開とＰＤＣＡサイクル

による事業の改善

→ →

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
経営マネージメントの強化

実施項目 水道事業会計健全化の推進

課名 水道課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 30 主管課 水道課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　2020年度の予定を一部前倒しして、これまで館山水系であった館山下町と西浜町の一部をゆとり

のある長和水系に切り替えての運用を行った。

　現在のところ、大きな電気料金や工事費用の削減には至っていないが、ポンプ稼働時間の短縮やポ

ンプ自体のダウンサイジング等により電気料金の削減にむけての各種調整及び試行を進めていくなど

の提案が課内協議で出された。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 水系区域見直しによる効率的な水運用や末端配水管の延伸見直しにより給水範囲拡大を抑制する。

効果
・電気料金の削減

・工事費用の削減

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・課題整理

・水系区域見直し試行実施

・給水範囲の拡大抑制

→

→

→

→

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
経営マネージメントの強化

実施項目 水道給水区域の見直し

課名 水道課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 31 主管課 水道課

34 ページ



伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　2020年度の予定を一部前倒しして、2019年度施工の導水管を300mmから250mmにダウンサイジン

グした。また、配水管の減径可能路線についても夫々実施した。19年度のダウンサイジングによる経

費の削減幅額は約10百万円となり、20年度約33百万円、21年度約55百万円、22年度約20百万円、25

年度約7百万円、29年度までに計約125百万円の削減が予想される。

　更に給水管は、配水管布設替時に同時に行うことで、該当箇所について当面の漏水可能性を低減さ

せている。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
導水管や送水管、幹線配水管（口径150mm以上）を布設替対象とし、その他の管路の延命化や布設

替時のダウンサイジング等を検討する。

効果
・老朽管更新費用の削減

・給水管の修繕費用の削減

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・事例研究

・布設替時のダウンサイジ

ング実施（順次）

→ →

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
経営マネージメントの強化

実施項目 水道老朽管布設替の見直し

課名 水道課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 32 主管課 水道課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　　北湯沢地区の水需要対応のため送水量のバルブ調整及び本町浄水場の前処理施設の冬期間の休止

を実施し、動力費の削減が可能かの検討を行った。。

　バルブ調整については対応する職員の負担も大きい事から維持管理業者への委託等も含め今後の対

応を検討していく。

　前処理施設の休止については、本町浄水場で凍結したことから、対応を検討し継続していく。

　浄水施設の廃止・休止は、2020年度中に検討し方向性を示す。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
各水系の配水量に対するろ過能力を見直し、施設の廃止等による維持管理費削減及び管理方法につい

て検討する。

効果
・維持管理費の削減

・機械設備等の更新費用削減

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・事例研究

・浄水施設の期間休止も含

めた運用方法の変更

・浄水施設の廃止及び休止

の検討

→

→検討結果に基づき実施判

断

→

→

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
経営マネージメントの強化

実施項目 簡易水道事業の見直し

課名 水道課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 33 主管課 水道課、地域振興課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　電気料金等の維持管理経費の削減に向け、実施内容の具体的な検討や問題点などを協議した。

　2020年度から作業を実施し、経費削減効果について検証していく。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
温泉供給施設の維持管理方法や料金体系を見直し、効率的な運営による維持管理費削減及び管理方法

について検討する。

効果
・維持管理費の削減

・使用料収入の増加（料金見直しの場合）

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・事例研究

・温泉供給施設の運転方法

見直し（試行実施）

・料金体系の見直し検討

・事業のあり方検討

→本格実施

→検討結果に基づき実施判

断

→方向性の導出

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
経営マネージメントの強化

実施項目 給湯事業の見直し

課名 水道課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 34 主管課 水道課、地域振興課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　2019年度は、課内協議を数回行い、今後のたたき台としての素案を作成した。

　このことから、費用負担の公平かつ明確な線引きや所有者判断が不明確な場合のケースなど、更な

る課題も見えてきた。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 給水管の漏水修繕について、市と使用者の修繕費用負担範囲の見直しを行う。

効果 ・漏水修繕費用の減

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・事例研究

→

・修繕基準の策定

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
経営マネージメントの強化

実施項目 給水管漏水修繕基準の策定

課名 水道課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 35 主管課 水道課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

・本件に係る使用料や貸付方法等について、道内市に照会し情報収集を行った。

・本結果を踏まえ、貸与者に関する情報収集を行ったうえで、課内で協議し、使用料や貸付条件等の

見直しを検討し、実施の判断をする。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 公共施設内の自動販売機設置場所の使用許可にかかる使用料や貸付方法の見直しを検討する。

効果 ・行政財産目的外使用料の増

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・課題整理

・事例研究

・実施判断

・条例改正

→見直しの実施

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
歳入の確保

実施項目 行政財産目的外使用の見直し

課名 財政課（契約管財係）

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 36 主管課 財政課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

【未申告者等】給与支払報告書の提出がない事業所及び個人事業主並びに住民税未申告者に対し、そ

の所得内容や生計状況等の実態調査を実施し、適正な課税を確保するための取り組みを行った。

●実施結果：回答率80％（調査による課税：28件（48人）市民税課税額：3,400千円）

【死亡者等】収納対策室より提供を受けていた死亡者課税ケース1,587件の戸籍等調査を実施し、相

続人の把握を行った。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容 課税対象者に対する調査強化と適正課税の実施を進める。

効果 ・税収の増

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・事例研究

・適正な課税のための効果

的な調査及び賦課

→ →

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
歳入の確保

実施項目 市税課税適正化の推進

課名 税務課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 37 主管課 税務課
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

2019年度は、インターネット公売の実施を行い、新たな徴収方法の確立をすることができた。今後

は更にノウハウを構築し収納率の向上に努めたい。【2019】実績２件。また、悪質な滞納者に対し

ては厳しい滞納処分を科し、安易な分割納付には応じないことを基本として対応した。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
不動産公売など新たな徴収手法の研究や安易な分割納付解消、債権管理条例に基づく延滞金（遅延損

害金）の徴収を全庁的に取り組む。

効果
・市税収入等の増

・延滞金(遅延損害金）徴収の適切な執行

2019 2020 2021 2022

・実態把握

・課題整理

・事例研究

・インターネット公売の実

施

・安易な分割納付の解消

・全庁的な延滞金の徴収

・事例研究

→

→

→

→

→

→

→

→

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
歳入の確保

実施項目 市税等の徴収体制の強化・拡充

課名 税務課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 38 主管課 税務課（全庁）
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伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

債券運用の必要額及び資金運用全体の必要額の検討を実施している。また、基金口座の一本化につい

ては、申請書類の簡素化や信金の事前チェック及び当日の手続きの簡素化になるが、一方で台帳管理

や利息の振り分け調整が発生するため、基金口座の統合（一本化）についても現在検討中。

今後は、債券の種類や運用限度額、運用先を検討し検討委員会を実施する。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
基金の一括管理に伴う事務負担軽減を図ると共に、定期預金や債券購入等の有利な資金運用に関する

検討を進める。

効果
・基金預託事務の簡素化

・利回りの大きい債券購入等の効率的な運用実現

2019 2020 2021 2022

・課題整理

・事例研究

・基金の一括管理と効果的

な資金運用の実施

→ →

基本項目

（大分類）
３．バランスのとれた財政運営

基本項目

（中分類）
歳入の確保

実施項目 基金運用方法の検討

課名 会計課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 39 主管課 会計課

42 ページ



■2019年度 進捗状況

1 0件 0%

2 1件 50%

3 1件 50%

4 0件 0%

no. 基本項目中分類 実施項目
2019

進捗状況
主幹課 ページ

40 将来を見据えた人材育成 人材育成の推進 2 職員法制課 44

41 将来を見据えた人材育成 機能的な組織・機構の検討 3 職員法制課 45

実施（改善）済

一部具体策を実施し、継続中

計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）

その他

将来を見据えた人材育成

基本項目４

43 ページ



伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　職員の年代や職階等に応じて必要とされる業務スキルが向上するきっかけを与えることが出来るよ

う、毎年度研修計画を見直して効率的な研修が計画的に実施できるよう取り組んでいる。

　今年度は特に若手から中堅職員のスキル向上を目的とした研修を実施したが、すぐに効果を確認で

きる項目ではないことから、継続的に取り組んでいく。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

2
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
目的に応じた研修の充実や人事評価制度の活用により、職員一人ひとりの状況に合わせた人材育成を

進める。

効果 ・効率的かつ効果的な市政運営の実現

2019 2020 2021 2022

・事業継続 → → →

基本項目

（大分類）
４．将来を見据えた人材育成

基本項目

（中分類）
-

実施項目 人材育成の推進

課名 職員法制課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 40 主管課 職員法制課

44 ページ



伊達市行政改革2017実施計画　進捗状況調査（2019年度実績）

①項目の内容

②実施スケジュール

2019 2020 2021 2022

3. 2019年度 の進捗状況・取組内容

取り組み

内容

↓進捗状況及び取り組み状況等を記入してください。

　これまでも業務の見直しや日々変化する市民ニーズに合わせて組織体制を見直している。しかし、

職員数や時間外勤務を抑制する取り組みを続けていくだけでは限界があることから、実施項目no.02

に掲げている業務の効率化を図ることにより、職員個々の余裕を生み出す取り組みが急務となってい

る。

計画変更

の有無

□ 有 ・ ■ 無 →「無」の場合下記は不要

●（計画変更有の場合）変更を要する理由及び変更内容

・理由

・変更内容

進捗状況

●該当する番号を入力

3
1.実施（改善）済　／　2.一部具体策を実施し、継続中／

3.計画・検討中（実態把握・課題整理・事例研究等）　／　4.その他

実施内容
事務事業の見直しや民間委託等による業務量の変化に対応し、職員が個々の能力が発揮できる組織・

環境づくりの実現を進める。

効果
・職員給与費の抑制

・市民ニーズへの柔軟な対応

2019 2020 2021 2022

・事業継続 → → →

基本項目

（大分類）
４．将来を見据えた人材育成

基本項目

（中分類）
-

実施項目 機能的な組織・機構の検討

課名 職員法制課

1.伊達市行政改革2017実施計画

実施項目no. 41 主管課 職員法制課

45 ページ



窓口業務改革の検討状況

1

令和3年3月24日 令和2年度第3回行政改革推進委員会
追加資料



窓口業務改革に関するこれまでの経過

2019(H31)年3月 伊達市行政改革2017実施計画書の策定

当初37項目のうちの1つとして、庁舎１階の窓口業務を中心に民間委託を検討

2020(R2)年8月 1. 長期的に進行する人口減少のなか、将来の行政サービスは「これまでの延長線
上には無い」ことを前提にして、直営業務のあり方を再検討

 若手ワークショップや庁内意見募集を経て、事務の効率化やスリム化を行う
15項目を実施計画に追加

2

2. “利用者目線の窓口サービス改革”と“窓口業務の省力化”をコンセプトとした
業務改革を実施する方針の決定と「窓口業務改革（素案）」を提示

2020(R2)年12月 窓口業務改革の検討組織として、部署横断的な検討チーム（窓口業務改革プロ
ジェクトチーム、窓口業務改革ワーキングチーム）を設置し、検討開始

2021(R3)年1月- 1月から3月までで、実務的な検討をするワーキングチームを
５回開催中



異動受付支援システムについて

■概要

各手続の住民異動届をシステム上で作成し、タブレット上の電子サインで完結

させることで、手書き運用での住民・職員双方の負荷解消・軽減を目指す。

（開発：富士ゼロックスシステムサービス）

動画再生



B) 総合窓口で申請受付、書かない申請書の発行、各窓口へ案内

現在の市民課及び大滝総合支所にシステムを導入（端末は各３台、１台）し、各住民異動手続きについて

受付時のやり取り内容や難易度（窓口案内でどんな判断がどの程度発生するか）、発生

件数、即時対応の必要性等によって、３パターンに分類し、手続き及び業務フローを再構築するのはどうか。

［検討事項］各窓口における手続き・業務フローの運用変更（案）

A)市民課（窓口サービス課（仮称））で完結（書類は後で担当課に回付）

C)各窓口での手続き（基本的にこれまでどおり）

［検討事項］システム導入の考え方（案）

異動受付支援システムについて

⇒次頁で「転入手続き」を例に導入イメージを提示



ケース１．転入手続き

世帯主 ：39歳 男性 国保 マイナンバーカード有

妻 ：39歳 女性 社保 マイナンバーカード有

子（長女）：11歳・小学校５年生 社保

子（長男）： 4歳・社保 療育手帳（Ａ判定）該当

［ケース］

■世帯情報

■希望する手続き

・新住所の住民票と印鑑登録、印鑑証明書を希望

・長女は学童児童クラブへの入所を希望

・長男は保育所への入所手続きを希望

・長男は「障害児通所支援」を利用希望

来庁者



ケース１．転入手続き

［現在の窓口担当課と市民の動線］

市民係 医療給付係 国保係 保育係 児童家庭係

障がい者福祉係

事例の場合、17種類の手続きを計７箇所の窓口で手続

きを行い、各窓口で手続きごとの申請書を記載する

（一部押印のみで手続き可）。

各窓口の職員は、申請意思の確認や申請内容の確認、

補記などのほか、必要に応じて世帯状況や

各行政サービス利用対象者の概況聞き取りなど

を行っている。

①.住民異動届
②.マイナンバーカード
③.住民票
④.印鑑登録
⑤.印鑑証明書

⑥.こども医療費
⑦.重度心身障がい児医療

⑧.国保資格取得 ⑨.保育所入所

⑫.療育手帳
⑬.特別児童扶養手当
⑭.タクシーチケット
⑮.重度心身障害児福祉手当
⑯.障害児通所支援

学校教育係
(第2庁舎)

⑪.転入学手続き

⑩.児童手当来庁者

社会教育係
(第2庁舎)

⑰.学童利用手続き

before



「本人確認」
の引継ぎ？

ケース１．転入手続き

窓口
サービス課

異動受付支援sys

①.住民異動届
②.マイナンバーカード
③.転籍届
④.住民票
⑤.印鑑登録
⑥.印鑑証明書

Ａ.窓口サービス課に
受付を委任する手続き

Ｂ.総合窓口で申請受付、
書かない申請書発行、
窓口へ案内する手続き

Ｂ.の担当係 Ｃ.の担当係

C.各窓口での手続き
（これまでどおり）

Ｂ.総合窓口で申請受付、
書かない申請書発行、
窓口へ案内する手続き

A.の担当係

直接応対する窓口業務が
少なくなり、業務効率化に

「本人確認」の
引継ぎ？
統一化？

申請書は
後で回付

ペーパーレスも？

学校教育係

⑫.転入学手続き

案内すべき対象者や案内内容は？
応対時間の増を含めた業務量はどのくらい増える？
体制は？
申請書は今のままでＯＫ？

来庁者

手続きが楽に

B) 総合窓口で申請受付、書かない申請書の発行、各窓口へ案内

［検討事項］各窓口における手続き・業務フローの運用変更（案）

A)市民課（窓口サービス課（仮称））で完結（書類は後で担当課に回付）

C)各窓口での手続き（基本的にこれまでどおり）

申請書があらかじめ印字されてあ
るので、業務効率化に

after



令和３年４月下旬 ＷＴ開催：システム導入に向けた考え方・スケジュール案整理

（複数回実施）

令和３年５月中旬 ＰＴ開催：令和３年度の窓口業務改革実施内容の提示

令和３年５月下旬 窓口業務調査開始（調査票提出～６月末 ヒアリング～８月末）

令和３年９月 窓口業務分析結果とりまとめ

令和３年10月 分析結果に基づき業務フローを再構築

令和３年10月 行革本部会議「窓口業務分析結果と窓口業務改革の概要について」

→運用シミュレーション（～令和４年３月頃）

令和３年10月 令和４年度当初予算要求開始

（令和３年12月補正予算計上（庁舎改修工事等））⇒改修時期によりＲ４当初またはＲ３補正で対応

令和４年３月 一部システム稼働開始

令和４年４月 機構改革

令和４年５月 システム本稼働開始

システム導入に向けたスケジュール（案）


	00_会議録
	01_次第
	02_進捗状況報告書（2019年度）
	03_【当日追加資料】窓口業務改革の検討状況

